
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しんしろ助産所新聞     201３年（平成 2５年）５月３１日（金曜日）  

発行元 
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H23年6月27日 

母乳育児、一人で悩まないで！ し
ん
し
ろ
助
産
所
新
聞 

 
し
ん
し
ろ
助
産
所
は
母
乳
育
児
を
応
援
し
て
い
ま
す 

そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
結
果
的

に
分
泌
量
が
減
少
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
哺
乳

量
が
足
り
て
い
る
か
根
拠
を
も
っ

て
確
認
し
た
り
、
効
果
的
な
哺
乳
手

技
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
母
乳
育
児
に
自
信
が
持

て
、
徐
々
に
母
乳
栄
養
が
確
立
し
て

い
き
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
全
体
の
５
％
が
も
と
も

と
母
乳
の
分
泌
が
悪
い
「
真
性
母
乳

分
泌
不
全
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
努
力
で
分
泌

が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

分
泌
量
の
少
な
い
原
因
は
何
か
を 

知
り
、
母
子
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
方
法

で
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

そ
の
た
め
に
も
、
い
つ
ま
で
も
一
人

で
悩
ま
ず
、
早
め
に
医
療
者
に
相
談
を

し
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 

 

「
母
乳
で
育
て
ら
れ
る
か
し
ら
・
・
」
「
母
乳
が
足
り
な
い
か
も
・
・
」
と
不
安

を
抱
え
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
は
大
勢
い
ま
す
。
で
も
実
は
「
早
め
の
相

談
」
が
成
功
の
鍵
な
の
で
す
。 

日
本
で
は
９６
％
の
妊
婦
が
「
母
乳

で
育
て
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
平
成

１７
年
）
に
よ
る
と
、
日
本
の
生
後
１

ヵ
月
の
母
乳
栄
養
率
は
４２
％
、
３
か

月
で
は
３８
％
と
低
値
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

こ
れ
ほ
ど
栄
養
率
が
低
い
原
因
の

一
つ
は
「
分
泌
不
足
感
」
と
「
う
ま

く
吸
っ
て
も
ら
え
な
い
」
こ
と
に
よ

る
悪
循
環
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
足
り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
不
安
に
な
る
あ
ま
り
、
ミ
ル
ク
を

必
要
以
上
に
与
え
て
し
ま
い
、
母
乳

を
吸
っ
て
も
ら
え
な
く
な
る
・
・
・
。 

第３号 

時間や間隔は気にせず、欲しがる時に欲しがる

だけ吸わせましょう 

「左右５分ごと」「３時間あけましょう」・・・赤ち

ゃんは機械ではありません。赤ちゃんの欲しがるリズ

ムに合わせましょう。 

 

効果的に吸ってもらうために、深くわえてもら

いましょう 

深く、痛みのないように吸ってもらわないと苦痛が

増すだけで分泌量は増加しません。 

 

信頼できる人を見つけましょう 

  多くの情報は余計に不安を増強させることがありま

す。孤独に陥ったり、周りに振り回されないためにも

信頼する人に相談をし、自分に自信を持ちましょう。 

 

すぐに結果は出ません。根気よく続けましょう 

  母乳育児が確立するには時間がかかります。すぐに結

果が出なくても、飲ませているうちに次第に母乳分泌

量は増加していきます。焦る必要はありません。 

 

うまくいかない時は早めに専門家に相談しまし

ょう 

  産後日数がたてばその分だけ母乳分泌は確立しにく

くなります。悩む時には早めに相談しましょう。 

 

必要以上にミルクを足すのはやめましょう 

  必要以上にミルクを足すことで授乳回数が減り、母

乳の分泌が減少します。足しすぎに注意しましょう。 

 

頑張りすぎないことも大切です 

  母乳育児にこだわりすぎて、ストレスの原因になっ

てしまっては楽しい子育てができません。周りの協力

を得ながら、無理なく手を抜くことも大切です。 

赤ちゃんのいるすべての家庭に保健師または研修をう

けた訪問スタッフが健診・予防接種などの案内や育児

の話にお伺いします。 

（＊詳細は各保健センターにお問い合わせください）

：新城保健センター/偶数月の第３火曜日 

       鳳来保健センター/奇数月の第２木曜日 

       作手保健センター/6・9・12・3月の第 1金曜日 

：各保健センターおよびＪＡ名倉出張所/月 1回 

：杉の子保育園/平日の 9時～16時（電話相談可） 

：子育て支援センターにこにこ広場/年 6回 

        （育児相談 6回・母乳相談 2回） 

 

おっぱいのトラブルのみでなく、赤ちゃんの

抱っこの仕方からおっぱいの与え方、おっぱ

いをたくさん飲んでもらえる方法などを個

別で対応します。また、沐浴や育児相談、出

張も可能です。 

 

：090-1284-2035 

：0536-32-1950 

：0536-26-1303 

（費用や詳細は各助産所に 

お問い合わせください） 

 

       

各出産施設では１ヵ月健診で赤

ちゃんの発育状態やお母さんの産後の回復をチェ

ックしてくれます。最近は「２週間健診」といっ

て生後 2 週間頃に赤ちゃんの成長や母乳の分泌等

をチェックしてくれる施設も増えています。 



しんしろ助産所新聞     201３年（平成 2５年）５月３１日（金曜日）  

 

母母乳乳とと人人工工乳乳でではは何何がが違違ううのの？？  

AA．．母母乳乳はは赤赤ちちゃゃんん 11 人人 11 人人にに適適ししたたオオーーダダーーメメイイドドでですす  

  

人工乳は牛乳を原材料に、さまざまな物質を抜いたり足したり

して一定の品質を保っています。一方母乳は１００％お母さん由

来の天然成分です。初乳には細菌から赤ちゃんを守るオリゴ糖や

抗酸化物質もたくさん含まれています。また、お母さんの食べた

ものによって毎回風味も変化しますし、飲み始めと飲み終わりで

は脂肪分の量も変化します。母乳はその時期に必要な栄養や変化

に富んだ風味を与えることができるのです。 

 

乳乳首首がが短短いいけけれれどど吸吸っっててももららええるるかか心心配配・・・・・・  

Ａ．時間はかかっても、次第に吸えるようになってきます  

 

乳首が短いと心配になるお母さんは大勢みえます。しかし妊娠

中よりも出産後の方が乳頭は伸びやすくなるため、出産後のまだ

張りがなくて柔らかい時から授乳を始めることで乳輪まで深く

くわえられることが多いのです。張り始めてしまうと伸びにくく

なり、うまく飲んでもらえないことがあります。その場合は搾乳

を行い、十分に柔らかくしてから飲ませましょう。時間はかかる

かもしれませんが次第に吸いつけるようになってきます。 

 

母母乳乳育育児児ががススムムーーズズににススタターートトででききるるににはは？？  

AA．．３３つつのの点点ににポポイインントトををおおいいてて授授乳乳ししててみみままししょょうう  

  

「①分娩後すぐに赤ちゃんを抱くこと、②分娩後すぐにおっぱ

いを吸わせること、③適切に吸ってもらうこと」この３点が大切

なポイントです。赤ちゃんが最初におっぱいを吸う行動を見せる

ピークは生後４０～５０分頃と言われています。その時に赤ちゃ

んにおっぱいを吸ってもらうとスムーズに母乳育児を開始する

ことができます。また、痛みなく効果的に吸ってもらうことで母

乳産生のホルモンが分泌され、スムーズな母乳育児のスタートが

切れるのです

 

母母乳乳がが上上手手にに飲飲めめてていいるるかかのの確確認認方方法法はは？？  

AA．．以以下下ののポポイインントトをを確確認認ししななががらら哺哺乳乳ししててみみままししょょうう  

 

①赤ちゃんの口が大きく開いている 

②下顎が乳房に触れている 

③唇が外向きに開いている 

④ゆっくりとした飲み方をしている 

（ゴクゴクとのどが動いている） 

⑤授乳中に痛みを感じない 

⑥授乳後に乳首の形がつぶれていない 

 

どどううししたたらら母母乳乳量量がが増増ええるるのの？？  

AA．．頻頻回回かかつつ効効果果的的にに飲飲んんででももららううここととでで母母乳乳分分泌泌量量はは

次次第第にに増増加加ししまますす  

  

母乳は出る人と出ない人がいるかのように言われますが、実

際にはほとんどの人が十分量の母乳が出るようにできていま

す。母乳を作るホルモンの一つにプロラクチンがあります。こ

のホルモンは乳頭が刺激されるたびに上昇します。ですからお

っぱいをなるべく早くから吸わせ、吸えない場合は搾るなどの

対応をすることが大切です。また、授乳回数が少なかったり間

隔があきすぎてしまうと分泌が抑制されるので、時間にとらわ

れずに欲しい時に欲しいだけおっぱいを与えることも母乳を

増やすうえでは大切なことです。 

ああかかちちゃゃんんのの体体重重のの増増ええ方方がが少少なないいけけれれどど、、

どどののくくららいいミミルルククをを足足ししたたららいいいいのの？？  

AA．．11 日日のの必必要要量量とと母母乳乳分分泌泌量量かからら補補足足量量をを計計算算ししまますす  

  

「完全母乳を目指したい」という気持ちがあっても、うまく

吸ってもらえないと体重増加が悪くなったり、それに伴って分

泌量が減少してしまうことがあります。その場合は補足が必要

です。生後１週間を過ぎた赤ちゃんにとっての１日の必要量

は、体重１ｋｇあたりおよそ１５０ｍｌです。１回に飲みとれ

る母乳量を考慮した上で、授乳回数と補足量を決めます。補足

量は少なすぎると栄養障害になってしまいますし、多すぎると

更に母乳分泌量が減ってしまい徐々に補足量を減らしていく

ことが難しくなります。適切な補足ができるように病院・助産

所で相談をしましょう。 


